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論 文 内 容 の 要 旨
(一)吉 川 准足(9元 和2年 。 霊616「 一元緑7年 ・1694)は 、 度会 延 佳 。山崎闇 斎 らと
と もに、 近 世初 期 の 神道 思想 史上 の 巨峰 で あ る。 その 学 問 は、吉 田神道 の道 統 をつ ぎ なが ら、 神
道 思 想 に儒 学理 論 を と 砂いれ、 これ までの 神仏 習合 的 な神 道論 を排除 し、 新 しい 時代 に即 応 した
神 道 思想 を提 唱 しよ うとした。 彼 の学 派 では、 これ を理学 神道 と よん でい る。 本研 究 は、 この よ
うに、 近 世 初期 の 思想 界 に大 きな足跡 を残 した、 吉 川惟 足 と、 そ の学派 の事蹟 と思 想 とを、 新 発
一見の 資料 に よoて 考 究 し、 以 って同神 道 が 近世 思 想史 上 に・与 えた影響 と、 そ れが果 した歴 史的 意
義 とを、 聞明 し よ うと こころみ た もの で あ る。
論 旨の要 約 に入 るに先立 ち、 吉 川神道 に関 す る従来 の研 究 と、 筆 者 が 利用 した 資料 とにつ い て
一 言 して 澄 きたい。 吉 川 神道 につ いて は、 戦 前 は土 田誠 一 氏 「吉 川惟 足 の神 道 説 」(昭 和7年 刊)
・千葉 栄 氏 「吉 川 神道 の研 究 」(昭 和 り4年 刊)・ 木 村定 三 氏 「服 部安 休伝 」(昭 和5年 刊)の
三 著 が 刊行 され て澄 り、 ま た、 木 村 定三 ・外 崎覚 ・西 田長 男 ・宮地 直一 ・渡 辺 貞雄 ・羽倉敬 筒 ら
の諸 氏 に よ 。て、 そ れぞ れ有 益 な研 究 論交 も発表 され てい る。 しか し、 戦 後 は発 表 された研 究論
文 は な く、 研 究 上 の 空自時 代 とな って い るの で あ る。 次 に筆 者 の 利用 した資 料 で あるが、 吉川 神
道 の資料 に っ い ては、 大 日本交 庫 「吉 川神道 」(昭 和14年 刊)そ の他 の叢 書類 の 中に、 惟足 の










(二)次 に、本研究の内容を、や」具体的に要約 してみよう。 この研究は、研究編と資料編
とか ら成り立oて いる。研究編は第一章吉川准足の人物 と事蹟、第二章吉川惟足の神道思想、第
三章吉川神道の成立と秘伝の組織.第 四章吉川神道に澄ける秘伝の思想内容、第五章吉川神道の












として暮 していたが、惟足の熱意 と精進とに心打た江 入門.を許 したばかりでなく、明暦2年5
月下旬には、吉田神道唯授一人の大薯たる、四:重深秘の「神擁磐境伝 」をも許授するにいたった。
当時吉田家では、後嗣が幼少で学問をつぐことができず、天児屋命以来の道統も、兼従を以 。て




て切迫 した事情があoた ことも明 らかである。
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ここ で唯足 は、 天児 屋命 以 来54代 目の、 神 道 道統 の継 承 者 と左 った の で あ る。 吉 田 神道 では、
最高 奥 秘 の四:重重位、 す なわ ちネF瀧i磐境伝 は、 一 生 の うち1入 にだ け伝授 し、 それ も血脈 に よる
相 承 を原 則 と してい た。 吉 田 神道 は、 天 照大 神 と天 児 屋 命 の密 契 に発 した 日本 の根本 神道 と 自称
してい るか ら、 道統 継 承者 は、 結 局 はそ の 時代 の 神道界 の、 唯 一 最高 の権 威 とい うこと に左る。
万 治5年 兼 従 が没 す る と、 道統 相 承者 は惟 足 発入 と な り、遺 言 に よ9て 吉田 家 の後 見人 とな った
ので あるか ら、 神 道界 に澄 け る彼 の地 位 は、 確立 され た とい 。て よか っ た6し か し、 実際 は吉 田
家 や公 家 社会 か らの反感 が強 く、 京都 にお い ては手 も足 も出左い 状況 であ った の で、 江 戸 に澄い
て、 武 家社 会 に 神道 を普 及 さ せ、 新天 地 を開拓 する こ とが 有 利だ と判 断 す るに いた った。 明暦5
年 紀州 の徳 川頼 宣 か ら召見 された ことは、 彼 の神 道 が 世 に 出る端 緒 とな った 出来 事 で あ る瓜 こ
こで彼 が述 べ た こ とは、 神 道 は神 職の 行法 では なく、 修 己治人 の道 であ り、 武 国 日本 の本 来 の 教
法 で あ る とい う点 で あ った。 神 道 を武 家 の教 学と して役立 てよ うとす る彼 の意 図 が、 こ こに明 瞭
に表 示 され てい る。
次 い で寛文 元年 には、 四 代 将軍 家綱 の 後見人 と して、 幕府 に最 も威望 の あ った会 津 藩 主保 科 正
之 に召 され、 知遇 を受 けて 神道 の 師 と な った。 この正 之 との関係 の成立 は、 神道 を武 家社 会 に普
及 し よ うとす る彼 の意 図 の達 成 に、大 き な後援 と な り、 寛文7年(52歳)に は正 之 の 推せん で
将軍 家 綱 に謁 見、 多数 の大 名 や旗 太 も門 下に参 じ、 そ の後 天和2年(67歳)に は、 切 米百俵 を
以 って幕府 の 神道 方に 召出 され た。 一 方京 都 では、 吉 田家 の後 飼 兼敬 も成 長 した ので、 返伝授 が
問題 とな り、 寛文8年 と12年 の2回 に わ た り、・惟 足 は 自 ら上 京 して、 返伝 授 の 講席 を開 いた。
しか し、 四:重奥秘 の返伝 を、 形式的 に 取 り扱 お・うとす る吉田 家 と、 どこまで も実 質的 に、 神道 に
上達 した者 に こそ 奥 秘 は 返伝 す べ きだ とす る惟 足 の 態慶 との間 に は、 根本 的 な差 違が あ り、 それ
に、 関東 に神道 を確立 しよ うとす る惟 足 やそ の門入 の思 惑 も加 わ って、 返伝 授 は 結局 成功 せず 、
惟 足 と吉 田家 とは絶 縁状 態 と左 り、 道統 は そ の ま ＼惟 足の 許 に とどま って、 元緑5年 嗣子 従長 に
附 属 す るにい た った。 な翻 准足 は 、道 統外 では あ るが、 寛交 肩 年 臼 月 に、 保科 正 之 に四重奥
はにつ
秘 を附 与 し、 土津 の霊 社号 を授 け てい る。 正 之 は惟 足 に とっては、 最大 の保 護 者 で あ 。た ばか り
で な く、深 い 儒学 の教 養 を積 ん で いた彼は、 その 賓師 山 崎 闇斎 と と もに、 一 方 では神 道 を惟 足 か
ら学 ぶ とと もに、 一 方 では 儒学 の知 識 に よoて 、 惟 足 の神 道の 完成 を助け た。 そ う して、 会津領
内 で は、 寺 社改 め を励 行 して 神社 を復 興 し、 唯一 神道 の 普及 に努 めた の であ るか ら、 最 も よき吉
川 神道 の理 解 者 で も あ った。 惟 足が 正 之 に四 重奥 秘 を附 属 し、生 前に霊 社 号 を授 与 したの も、 当
然 の こ とで あった。
か く して惟 足 は、 元緑 ア年、79歳 を以 って没 した。 彼 の伝 記 には種 々の ものが あ る 瓜 最 も
詳 網 に して 信用 で きる のは、 嗣子 従長 の編 纂 した 「吉 川視 吾堂 先生 行状 」で ある。 第一章 は、 根
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幹 を前 の 行状 に より、 これ に多 数 の資料 を参考 して論述 した。
(三 〉 第二 章 は、 惟足 の神道 思想 の本 質 を究 明 した部 分 で ある。 ここでは まず 初 め に、 従 来
知 られ て い る彼 の著 書、 講 述 書 の類 を全 部拾 い 上げ、 管見 に入 った もの、 入 らない もの、 内容 の
推定 で きる もの、 出来 ない もの を分 け、解 説 を加 え、 結局、 惟 足 の思 想 の全体 を明 らか に し うる
資料 と して、 神代 巻 関係 では 「神 代 巻准足 抄 」、 中臣祓 関係 では 「中臣祓 聞 書 」、神 道 大意 関係
では 「神 道大 意講 談 」を あげ 、 これ らの講 述 書 を逐 一 詳細 に検 討 して、 彼 の思 想 の太 質 を閲 明 し
た。 そ の結 果彼 は、1.神 道 は 万法 の宗 源 で あ り、 儒仏 は 神 道の分 派 で ある こ と、2儒 仏 も宗源 の
神 道 か ら派 生 した存在 で あ るか ら、 教法 の 内容 に類似 した点 は あ るが、 両 者 を決 して習合 して は
な らな い こと、5.神 道 の神 は 国常立 尊 で、 天地 万物 生 成 の本 源 で あ り、 入 間 も根 元 には神 が 内在
し、 神 と性 と心 とは=体 共通 の もの で ある こ と、4.神 と性 と心 とが一 体共 通 で あるが 故 に、神 入
合一 は 可能 で あ り、 神 道 の眼 目は、心 中 の神 を発揮 して、 国 常立 尊 と一 体 に な るこ とに ある。 そ
う して、 この 紳人 合一 を可能 にす る道 は、 つ 』しみ ・敬 で あ り、 つ ㌧しみ ・敬 を具 体 的 に実 現 す
る方法 は祓 で あ る こと、5神 人 合一 の 境地 に到達 した時、 神 の意 は人 に伝 わ り、 入 の 祈藩 は 神に
感応 す る。 神 の感応 を得 て 入が 行動 を起 せ ば誤 、りな く、 人道 を実 践 す るこ とが で き る こ と、6.人
が 神の 感応 を得 る ため の祈願 は、 誠 心 で左 け れば な らない。 ま た、 そ の祈 願 の内容 は、 人 の道 す
なわ ち五 倫 当 為の 道 で ある こ と、Zし たがoて 神 道は、 五 倫 五 常 の道 を尊 び この点 は儒 教 と等
しいが、 と くに神 道 で重 視 す るの は臣 と君 との道 で あ り、 君 臣道 の 至極 究極 の 道理 は、 神簸 磐 境
伝 と して、 極秘 に 属 して いる こ と。 以上 の よ うな点 が、 惟 足 の神 道思 想 の中 心 と認 め られ る箇条
で ある。 そ の思 想 内容 は、 もち ろん吉 田神道 を踏襲 しては いるが、 理 とい い、 性 とい へ 心 とい
い、儒 教 と くに朱子 学 の理 論 に よ って、 内容 を深 め、解 釈 を明確 に してい る部分 が 多 い の は、惟
足 の思 想 傾 向 を示 して い る もの といえ よ う。
第三章 は 「吉 川 神道 の成 立 と秘伝 の組 織 」と題 し、 専 ら吉川 神 道 の秘伝 が、 い か な る過程 を経
て形成 され たか、 そ の秘伝 は どの よ うな形 に組織 され てい たか を究 明 した部 分 で あ る。 第 四章 と
併 せ て、 本 研 究 の中心 部 を構 成 して い る。 第三 章 で まず 問題 と した のは、 吉 川 紳道 の先 在神 道
た る、 吉 田.神道に 語 け る秘 伝 の 存在 形態 で ある。 吉田 神 道に つい ては、 す で に江 見清 風 ・河 野 省
三 ・宮地 直一 ・西 田長 男 ・久保 田収 ら諸 先学 の研 究が あ り、 概 要 はほ ゴ明 らか に な って い るが、
ノ
秘伝 の成立 とい う立場 か ら見 る と、断片 的 に しか わか らない とい うのが 実情 で ある。 吉 田神道 を
大 成 した兼 倶 の名法 要 集 には、 四事 四:重の密 位 が あ った こ とが 明記 され てお り、 顕 露 教 ・隠幽 教
の 両部門 に 詮い て、そ れぞ れ 秘伝 が組織 化 さ れ ていた よ うに見 え る。 事実、 秘伝 の伝 名 は、兼 倶
以 前の吉 田家 め'文献 に も見 え、 兼 倶以 後 の当 主が、 秘伝 を伝 授 した記録 もあるか ら、 種 々の秘伝
が存 在 した ことは 明瞭 で ある。吉 田神 道 を学 ん だ と見 られ る一条 兼 良の 日太書 紀纂 疏 な どに も、
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秘伝 は た くさん 記 載 され てい る。 しか し、 そ れ に もか ＼わ らず、 吉 田兼 倶 に よ 。て、階 層的 な秘
伝 組 織 が、 具体 的 に 完成 した とい う証拠 は ない。 又、 そ れ 以 後の 吉 田家 に 訟い て も、 秘伝 の組織
化 が行 われ た形 跡 はな く、 と くに顕 露教 部 門 に診 い て は、 秘伝名 も明確 では 左 く、 秘伝 の組織 化
が あ ま り進 ん でい た 老 は考 え られ ない の で あ る。 結 論 的 にい え ば、吉 田神 道 に 澄け る階 層的 な秘
伝 の 組織 化 は、 と くに顕露 教 部 門 に澄 い ては不 完 全 で あ り、惟 足 が兼 従 か ら受 けつ い だ使 命 は、
この:方面 の 秘伝 組織 の完成 に あ ったの で は ない か と考 え られ る。
この よ うに、 未完 成 で あ った秘伝 の組 織 を継 承 した惟 足 は、 これ を どの よ うに 発展 させ よ うと
したか。 惟 足 が兼従 か ら受 けた奥 秘 は、 主 と して顕 露 門 に関 する もの で あ った こ とは、 兼 従 の遺
言状 か ら も推察 さ れ る。 しか し、惟 足が兼 従 か ら受 け た 講義 の聞 書 や、 秘伝 書 は あ ま 砂残 ってい
ない。 した が って惟 足 が、 直 接兼 従 か らどの ような秘伝 を伝授 さ れた かは、 明 らか では な く、 僅 「
かに吉 田 家 で書写 した と奥 書 の あ る2,5の 秘書 と、 兼従 自筆 と推 定 さ れ る四:重奥 秘 「神薙磐 境伝 」
(土 津 神社 所蔵)と が存 在 す る のみ で あ る。 また惟 足 が門 人 に伝 え た とい う秘伝 書 類 も、意 外 に
少 い。 彼 の講義 を筆記 した ものは 、 か な りた くさん 残 ってい る が、 秘伝 書が 少 い のは 問題 で、 わ
ず か に晩年 に津軽 信 政 に伝 授 した 目録 が残 っていて、 惟 足 の伝 授 した秘 伝 の伝 名 を知 る こ とが で
きる。 しか し、 い ろい ろ な資料 か ら綜 合 す る と、 彼 は 神道 の 学習 を、 講談 と切 紙 の2段 に分 け、
講談 は初学 の段階 で 、 初遍、 再 遍、 再 々遍 の5段 に分 れ 、 これ が終 って講 談 免許 となる。 次 に切
紙 の段階 に入 り、 ここか らは 口伝 とな る。 これが一 事 ・二 事 ・三 事 ・四 重に 分 れ、 四:重は唯 授 一
人 の最 高 秘伝 で あ るか ら、一 般 門人 は三 事が 最高位 であ る。 しか し、一 事 以 上 に なれば 容 易 に到
達 で きる もので は な く、惟 足 も三 事:重位 を授 け たの は、 徳 川頼 宣 と服 部安 休 だけで あ った。 この
よ うに 惟足 は、 秘 伝 の階 層的 な段階 を想定 して はい たが 、 彼 が正之 に 召さ れて いた 頃 は、未 だ正
之 や山 崎 闇斎 と、 理 学 ネ樋 の理 論的 内容 を考 究 しつ Σあ った 時期 で あ り、 この頃 まで には、 秘伝
の内容 は まだ充 分 固定 してい なか 。た と認 め られ る。 したが 。て、 惟 足 に秘伝 の伝 書が 少 いの は、
決 して単 な る偶 然 では な ぐ、 彼 自身、 秘伝 の 内容 の決 定、 組 織 の固 定化 に 冷い て、 不 充分 な点 が
あoた ため であ ろ う。
か ぐ して 、吉 川 神 道 に於 け る秘伝 の大 成 と組織 化 は、 惟 足 の嗣子 従長 の手 に ゆだね られ る こと
とな った。 これ ま で従長 につい て は、 惟 足 の名 声 の かげ にか くれ、 学績 は もとよ り、 そ の存 在 す
ら注 目され ない、 影 の薄 い存 在 で あ った。 しか し、 広 く吉川 神道 の伝 書 を蒐 集 して み る と、従 長
の手 に成 る講 述 書 や秘 伝 書 の数 が頗 る多 く、 吉 川神 道 の内 部 に 論い ては、 む しろ惟 足 よ 砂 も従長
の方 が、偉 大 な存 在 で あ った こ とが わか る。す なわ ち、 筆 者 が これ まで閲読 した従 長 関係 の伝 書
は、 講 釈書4部 、 秘伝 書 一二 事伝5部.二 事伝5部 、 三 事伝4部 、 四重 々位1部 一15部 、 中臣
祓其 他7部 となoて 澄 り、 と くに秘 伝に っ いて は、各 秘 伝 の階 級的 な配 属 と、 秘伝 の 口釈 の定 説
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とが、 従 長 の手 に よ って完成 され た趣 が 明瞭 で ある。 よ って筆 者 は、 従長 関係 の伝 書 につ い て、
詳細 な解説 を行 い、 従長 の学 問的 な功 績 を次 の よ うに要 約 した。 す な わ ち、1・ 従長 は惟 足 の思
想 の忠 実 な祖 述 者 で あり、 伝 記 の編 纂 者 で あ った。 これは従 長 が、 あ くま で父 を学 祖 と して重 視
し、 自分 は その祖 述者 た る地 位 に甘ん じ ようと してい た こ とを意味 す る。2.し か し従 長 は、 父
の祖 述老 左る が故 に、 惟 足 が未 完 の ま ＼に残 した、 定 説 の編纂 と秘伝 の組 織化 を完 成 し よ うと し
た。 講 談 を旨 と し、 口伝 を主体 とす る吉 川 神道 に 詮 いて は、 学 勢 が 増大 す る に と もな い、 神 典解
釈 、秘 伝 内容 に 混乱 を生 ず る恐 れが あ の、 道 統 の 家 と しては、 定 説 編纂 と秘伝 の組 織化 が、 絶 対
に必要 な状勢 とな ってい たの で ある。5こ の よ うに従長 は、惟 足 の忠 実 左祖述 者 と して終始 し
たが、 惟 足 の 神道思 想 の太 質 を発 揮 す る とい う点 で は、 極め て積 極 的 で あ った。 吉川 神道 を理 学
神道 とよび、吉 田 神道 の 神職祝 人 の行法 に対 し、 自 家の 神道 を修 己治人 の教 で あ 久 武 国 に適合
した 教法 であ り、 日本 古来 の 固 有 の道 で あ る と性 格 付 け、 これ を強 く主 張 したの は従 長 であ った。
要 す る に吉川 神 道は、 従 長 の 出現 に よ。て、 名 実 と もに完 備 した形態 を ととの え たの で ある。
吉川 神 道 の発展 史 上 に占 め る彼 の功 績 は、改 め て高 く評 価 され なけれ ば な らない。
そ れ で は、 完 成 された 形態 に訟 け る吉 川神道 の 秘伝 とは、 各階 層 に どの ような秘伝 が 配 当 され
て いた か。 この章 の最後 は、 この間 題 に明 らか に した 部分 で あ る。 こ こで筆者 は、 これ まで:蒐集
した諸 家 の秘伝 類 や、 そ の他 の写本 類 に採 録 され てい る秘伝 を、 詳細 に点検 し、 表 に作 成 して研
究 した結 果、1.一 事伝 は 「宗源唯一 理 学一 事伝授 」 と称 せ られ る、 通釈 的 な伝 授 の他 に、 唯一
・油 之 訓 ・大 己 貴少彦 名 命 大小 損益 ・隠 忠 ・三 ノ瀬 ・感 応 ・妙 用 ・天 真名 井 な どの単 独 秘伝 、 心
性伝 ・勝 軍祓 ・十 種 神 宝伝 秘 ・熱 田大 宇棺 秘決 。宇F棚i官八神 殿 。死 繊 口決 ・生死 落着 。中臣 祓 秘
決 ・中臣 祓 八箇 大 事 ・四 弓再 奥 ・中臣 大 意 口決 な どの秘伝 をと もな 。て いる こと。2.二 事伝 と
して は、 神 代人代 相 別 伝 ・神霊 感 応 伝 ・土金 口決 ・鬼 神伝 ・神明 三 元五大 伝 神妙経 。神名伝 ・三
種 大 祓伝 ・竜雷 口授 ・情用 伝(転 性伝)・ 虚 空 彦伝 。塩 土之 口決 。玉 伝 秘決 ・中 臣再 奥伝 ・高天
原再奥 伝 ・神霊 鎮坐 伝 ・天神 七代 地 神五代 数暦 口決 。右旋 左旋 秘決 ・中臣 大事 ・布 留 詞十 二 月 名
義1退尺尋 丈 之 伝 ・重 任二二;事極秘 伝 などから成 り立。て いること。5。 三事伝 は、鬼神 再 奥伝 ・四 時定 始
伝 ・土金 極秘 伝 ・心 性 図 。君道 伝 ・八雲 神詠 四 妙伝 。和 歌三 神 三聖 伝 ・三神 極 意大 事 ・三 聖極 意
大 事 ・八 雲重 位 極 秘伝 ・六字 之 訓戒 ・三 事重 位 伝 か ら成 り立 。てい る こと。 以上 の事 実 を明 ら
か に し鵡 そ う して、 これ ら秘伝 の伝授 す る家 元 と もい うべ き道統 家 は、 従長 が 享保15年77
歳 で没 して か ら、 どの よ うに継 承 さ れ たか とい うと、 土 津神社 に保 存 さ れて い る 「会 津 二於 ケル
唯一 神 道統 系 譜 」に よる と、55代 吉 川 従長 一56代 松 平正 容(会 津 藩 主)一57代 吉 川従 喜:一
58代 吉 川 従門 一59代 吉 川 従 方 一60代 大 竹政 丈 一61代 吉 川従 五 一62代 吉 川 従 明一65代
桜井 政 重 一64代 佐 藤殊 武 とな って いる。 この うち吉 川姓 の者は 吉 川 従長 の子 孫 、 松 平正容 は保
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科 正 之 の子 で会 津藩5代 の藩 主、 大竹 政 交 は会 津藩 日新舘 の神道 方、 桜井 政 重 は 土津 神社 の社 司、
最 後 の佐 藤政 武は幕 末 か ら明治 に かけ ての 人 で、 福 島県小 高 町 の人、 秘伝 書 を多数保 存 してい る
佐藤 政 勝 氏 の祖 先 で あ る。 そ の他 、 道統 は つ が な い瓜 四:重奥 秘 を許 容 れ た人 に、 津軽 信政 。
野 村 俊胤 ・大竹有 交 ・橋爪 幸 求 ・大竹 政 教 な どが あ り、 津軽 信政 以外 は、 全 て会 津 の 人 で ある。
筆老 は各 種 の資料 に よ って、 これ ら道統 継 承 の人 々 の伝記 を明 らか に し、 吉 川 神 道が、 明治時 代'
ま で道 脈 を維 持 した経 過 を究 明 した。
(四)第 四章 は、 吉 川神 道 の各 秘伝 の 思想 内容 を明 らか に した部分 で ある。 既 に各 階 層 に 澄
け る秘 伝 の名 称 は、 前章 にお いて論定 され た ので、 本 章 に 於い て は、 逐一 そ の内容 を、 伝 交 と口
決 とに即 して詳 し く解 説 し、 各 秘伝 がそ の階 層に配 当 さ れ てい る ことの意 味 を、 全体 的 に考察 し、
た。 これ まで吉川 神道 につい て研 究 した ものは、 主 と して 資料 を講述 書 に求 め て 齢 り、 秘伝 に ま
で渤及 して論 述 した研 究 は少 い。 ま して秘伝 全体 に わた り、 組織 的 に考察 し、 内 容 を紹 介 した"
の はな か った。 筆 者 が と くに、全 秘伝 にっ い て、 内 容 を紹 介 しつ ㌧、 そ の秘伝 が伝 え よ うと望 ん
で い る本 質 に っ いて、 詳 し く叙 述 を試 み た理 由 で あ 。た。 そ の結 果、 一 事伝 の単 独 秘伝 は、天地
の根 源に 関す る もの、 国土 の 生成 に関 す る もの、 入 生 と生 死 とに関す る もの、 日太 の治 道 に関 す
る もの、 武徳 と軍 陣 に 関 す る もの に分 れ て 於 り、 こ二事伝 は、神 道 の根 元 に関 す る もの(重 位 こ 事
極 秘 。神 明三 元五 大 伝 神妙 経 。土 金 ・鬼 神)、 神 の感 応 に 関 ず る もの(神 霊感 応 ・虚 空彦 。神霊
鎮 坐)、 神道 の修養 に関す る もの(転 性)、 神 道 と治道 との 関係 に関 す る もの(龍 雷 ・高 天原再
奥 ・中 臣再奥 ・神 代 人 代相 別 。天 神 七代 地 神五代数 暦 ・中 臣大 事 ・玉伝 ・神 名)な どに分 れて 澄
り、 と くに神 道 と治 道 の関係 に関 す る部分 は、 君 臣 道 の本質 を明 らか に し、 最 も重大 視 され てい
る。 三 事伝 は大 別 して三 種類 の秘伝 か ら成 り、1.は 神 ・心 ・性 ・情 ・意 な ど、 入 間 の精 神の本 質
と道 の根源 との関 係 を明 らか に した もの(心 性図 。鬼神 再奥)、2.は 治 道 の 根元 と我 国の治 道 の
特 質 を説 いた もの(土 金 極秘 。四 時定 始 。六字 訓 戒 。君 道)、5.は 歌 道 に関 す る もの で ある。 三
事伝 では、 と くに歌 道 に関 す る 秘伝 瓜 集中 的 に配 当 され て い るの が特色 であ る。 か く して最後
に、 四 事重位 の 神籠磐 境 伝 とな るが、 この伝 は天 照 大神 が天 児 屋 命に授 け、 以来 吉 田家 に診い て、
唯 授 一入 の大 事 ど して 護持 して来 た重 大 な秘伝 で あ る。 率擁 とは 「日守 リシク 」の意 で、 天 子 の
徳 を太陽 にた とえ、 太陽 の徳 を守 る、 す なわ ち君道 を意味 す る。 磐境 とは、 君 を守 る こと磐 石 の
如 くなれば 、 国家 又不 変 不 動 に して栄 ゆる の意 で、 君 を守 る心 の強 固 な るをい い、 つ ま り臣道 の
太 質 で ある。 この秘伝 は、 天子 は 日を守 り(神 纒)、 臣下 は 君 を守 。て誠 を尽 す(磐 境)、 この
君臣 道 の根本 瓜 我 国 に於 いて は、 天照 大 神 の御 誓約 に よoて 確立 され、 そ の遵 奉 を天児屋 太 玉
命 に託 せ られ た、 これが 神羅磐 境 の神勅 で あ り、 神道 の根元 とな る ものだ と説 いて い る。以 上 が、
筆者 が第 四 章 に語 いて論述 した内容 の概 略 であ る。
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最 後 に第五 章 は、 「吉 川 神道 の思 想 更 的位 置 」 と題 し、 吉 川神道 の後 世 に与 えた影 響、 教 勢 発
展 の あ とをた ど り、 この 神道 が幕藩 体制 成立期 に 訟 いて 果 した使命 と役 割 とにつ いて論 じた部 分
であ る。 す な わ ち、 吉 川家 に は 「道統 系譜 」(五 十 嵐氏 蔵)と い う書類 が あ り、 重位 以 上 を許 授
され た者 の氏 名 が 記 され て い るoこ の 門 人帳 に よって、 惟 足 以陵 の歴 代 の道 統継 承者 が、 どの
地 方 の どの よ うな人 に重 位 を与 え たかyわ か り、 これ に よoて 吉川 神道 の発展、 影響 が 考察 され
るの で あ る。 筆者 は以 上 の観 点 に もとづ き、 門人 帳 に記 載 され てい る入 々 の伝 記 を、 各地 の 資料
に もと づ き、 詳 し く検 討 した。 そ の結 果、惟 足 ・従長 時代 の門 人 には 武 士が 多 く、 そ れ も知 名 の
大 名 や大 身の旗本 とい った、 身分 の高 込入 々が 多数含 まれ てい る。 例 え ば大 名 と しては、 徳 川頼
宣 ・保 科 正 之 。津 軽 信政 ・松 平 直 常(明 石 六 万石)。 小笠 原長 宥(杵 築 、 四万 石)な どが重 位 を
受け、 吉 川神 道 が武 家 の教 学 と して、 多 くの人 か ら信奉 を受 け た様 子 が看取 され る。 しか し、 そ
の後 は しだ いに学 習 す る者 瓜 神 職 とか、 身分 の低 い武 士 に 限定 され、 地域 的 に も津 軽 と会 津 の
者 が多 数 を占 め る よ らに 左る。 惟 足 時代 には、 関東 轍 学 と して脚 光 を浴 び た この神 道 も、 間 も
な く教 勢が澗 落 し、地 方 の特 定 の藩 にお いて、 余 勢 を保 持 す るに す ぎな くな った。 「道統 系 譜 」
・門 人 牒 の検 討 を通 して見 た吉 川 神道 の消長 は、 だい たい以 上 の と澄 りで あ 。た 。
さ て、教 勢 が後代 ま で持続 した特 定 の地 域 と して、 注 呂す べ き存 在は 会 津藩 で ある。 よ 。て次
に、 会 津藩 と吉 川 神道 との関 係 を、 会 津 方面 の 資料 に よ って 詳 し く考 察 した。 会 津藩 は藩 祖保 科
正 遠が 、熱 心 な吉 川 神道 の研 究 者 で あ り、 保 護 者 で あ った。 また正 之 は、 神 道 を単 に理 論 と して
研究 した §け でな く、 領 内 の寺社 改 め に よ って 神道 の普及 を計 り、 自 ら も禅 葬を遺 言 し、 没 後は
土津 神 社 に奉杷 され 島 この ような正 之 の熱心 な神 道 信仰 は、 やが て会 津藩 の伝統 と な り、 歴代
の藩 主 も神 葬 が 常式 とされ、5代 正 容、8代 容敬 の両藩 主 も四 重奥 秘 を受 け、 吉 川神 道 の学 派 は
土津 神 社 の祠 窟 と、 藩 学 日新舘 の 神道 方 の手 に よって持 続 さ れ島 そ うして、 この2つ の 拠 点 を
中 心 に、 神書 講釈 が 行 われ、 武 士 ・神職 は もと よ 久 大 庄 屋 ・庄屋 級 の村役 人 に も、感 化 が 波及
して、 独 自の藩風 、独 自の 民風 を形成 す るに い た った。 この ことは、 近 世 教化 史上 に注 目す べ き
現 象 で あ り、 と くに筆者 が 力 を用 い て研 究 した 部分 の1つ で ある。
教 化的 な感 化 が会 津藩 に凄い て顕 著 で あった とす れば、 思 想 的影響 の面 で:重視 すべ きは、 山崎
闇斎 の垂加 神道 との関 係 であ った。 闇 斎 は元和4年 の生 れ で あるか ら、 惟 足 よ り2歳 年少 で ある。
だい たい同 時代 に生存 した 人 といoて よい。闇 斎 は い うま で もな く純 粋 朱子 学 の提 唱者 で あ り、
学 派的 な感 覚 の鋭敏 で なか った、 これ まで の学 界 の 風潮 を批 判 し、 反仏 、 反陽 明 の析 瑠 か ら出発
した朱子 一 筋め学 者 で あ った。 しか し、 闇 斎の 学問 は、 通説 とは異 な り、 儒教 研 究 に ふみ込 ん だ
と、 ほ とん ど時 を同 じ くして、 神 道 の研 究 を も開 始 して い る。 この意味 で は闇斎 は、 彼以 前 の儒
学 者 と同様 、 む しろそ れ以 上 に 明確 に、 神儒 兼 学 の方 向 を進 ん だ人 とい って よい。 た 罰需学 の研
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究 が、 書籍 の舶 来 の 増加 に と も創 へ しだい に研 究が 容 易 に 左 。た のに 対 し、 神道研 究 の方 は、
秘伝 に依存 す る鄙 分 が多 い ため、あ る程度 砺 究 が進 展 す る と、 それ 以上 には容 易 に深奥 に参到 しえ
ない とい う困難 が あ った。 そ うした闇斎 の神道 研 究上 の低迷 を、 打 開 したの が惟 足 との出会 いで、
そ の時期 は 寛交5年 、 闇 斎が保 科 正 之 に招 聰 さ れて か ら間 も左 くの ことで あ 。た と考え られ る。
か く して惟 足 ・闇斎 ・正之 は、互 い に専 門 の領域 に 慶い て、 相手 に学益 を与 え 左が ら、 自分 も又
教 示 され る とい う関 係 で、 切瑳 琢 磨 した。正 之や 闇 斎が、 単 に惟 足 の 説 を聴 取 す るだけ で は な く・
神 道 説の 内容 につ いて意 見 をの べ 時 に惟 足 の説 を訂正 した ことは 、 闇斎 の神 代 巻講 義 や、惟 足
の神代 巻惟 足抄 の 中 に明証 が ある。 寛 文12年 正 之 が没 してか ら後、 闇 斎 は も早江 戸 に来 る こと
もな く、京 都 に帷 を垂 れ て研 究 と講学 に励 み、 垂加 神道 な る独 自の神道 を唱 えた が、 垂加 神 道 は
先 在神 道 の集 大 成 とい うと ころに大 きな意 義が あ る。 しか し、集 大 成 といoて も、 結 鳳 支柱 と
な った もの は、 度会 延 筐 の伊 勢 神道 と、 吉 川准 足 の吉 川 ・吉 田 神道 で あ る。 よ 。て筆者 は、 闇斎
の 神代 巻 講 義、 中 臣祓 風水 草、 門 入 の編 纂 した神代 巻 風葉 集、 神道 極 秘伝 な どを と りあげ、 これ
らの諸 説 で吉 川 神道 の学 説 と一 致す る部 分 を 詳 し く摺摘 し、垂 加 神道 が吉1嚇申道 から、彪式 的 に も.
内容 的 にも多くの影響 を受 けて囑 ことを明 らかにした。そ の影響 を列挙 す るな ら、1,闇 斎は惟 足 か ら
垂 加 の生 前霊 社 号 を受 げ て い る こと、闇 斎 が霊 社号 を受 け た のは、 寛丈11年i1月 で、保 科 正
之 とほ 讐同 じ時 で あ る。 この時惟 足 は、正 之 には 四重奥 秘 を許授 した が、 闇 斎に は霊社 号 だ けに
と どめた よ うで ある。 しか し、 霊 社号 授与 は、 闇 斎 の神 道家 として の 自立 を、 惟 足 が容 認 した こ
とを意 味 し、 闇 斎 に とoて は 極 めて 重大 な出来 事 で あoた 。2.垂 加 神道 では、 秘 伝 を初 重 ・二
重 ・三:重に分 段 し、 そ の上 に最 高奥 秘 の持 従抄 を置 いて い る。 この よ うに秘 伝 を四位 に分 け る こ
とは、 闇斎 時代 か ら明確 に なoて い たか どうかは疑 問 で あ るが、 吉 川神道 の 四位 制 と同巧 異 曲で
ある ことは 明瞭 で あ る。5垂 加 神道 に も、 持 従抄 を授 与 され た者 を、 嫡 伝 相 承 と して、 系譜 に
記入 す る風 が あ るが 、 これ も吉 田 ・吉 川 神道 の模 倣 で ある。4.教 理 の方 か ら見 る と、 垂 加神 道
の 秘伝 には、 吉 川 神道 の秘 伝 と重 複 して い る もの が あ り、 と くに垂加 神 道 で重要 祝 す る土 金 説、
つ Σしみ の 説 な どは、 全 く吉 川神 道 の踏襲 で あ る。5最 後 に垂加 神道 の最 高 秘伝 た る持 従抄 は、
伊 勢 神道 の三 僅 神器伝 と、 吉 田神 道 の神擁 磐 境伝 とを併 せ て、2っ の伝 か ら成立 してい る。 もち
ろん 、 持 従抄 の ネ擁 磐 境 伝 と、 吉 川神 道 に 詮 け る四 重:奥秘 と しての 同伝 とでは、 文 葦 も内容 も相
異 して いるが、 そ こに流 れ てい る根 本 の 考 え方 は同一 で あ る。 した が って最 高奥 秘 の内容 か ら見
て も、 垂加 神道 の半 分 に、 吉 田 ・吉 川神道 の影 響が あ 。た こ とがわ か る。 吉 川 神道 と垂 加 神道 の
関連 につ い て は、 大 要 して以上 の よ うな点 を考察 した。
騒 臨 論として、吉川神道の近囎 想更上に占め碓 置κついて考察 嫉 ・近世初頭の騰 界
には、中世以来の仏教の他に、神道と儒教が、新興の教道として艦頭 しつ 、あった。神道は兼倶
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以来の吉田神道が主流であり・儒教は宋学が中心であoた ・ しかも・ これら神締両教は、 中世時
代に語いては、仏教と;習合し、或は仏教の補助学 として、仏教の圏内で、主として仏徒によ。て
観究されて来たのであり、近世初頭の吉田神道や、林羅山 ・藤原耀窩によ。て代表される宋学は、
仏教の束縛から脱却し、独立の教学 として自立しようと志向してい鵡 したがoて 当時の神儒両
教は、仏教批瓢 仏教排除という点では、同一 の方向に進んで澄り、 ともに中世的な仏教を否定
することによoて 、新しい時代の支配的教学たらんとする意向を有 していた。 このように新しい
神儒両教は、仏教の空理や迷妄 を排斥する点では、同一の態慶を取 り、空理 よりは人倫の実理を
:重視す る点でも、歩調が一致 していたので、神儒は相互に接近し、神道は儒教の理論を取 り入れ
、
儒教 も又神道を兼学する風があ。た。兼倶以来の宗源神道が、根幹枝葉の説を立てて、儒仏を枝
葉と批判 しなが ら、実質的には、神儒一致的左見解に近付窓つ 、あ。たことは、既に指摘 したが、
この点は儒教に訟いても同様で、羅山・遅 窩を初め、陽明学派の中江藤樹 卜熊沢蕃山らも、神道
を兼学し、 とくに羅山は、理当心地神道なる、一派の神道説を提唱するにいた った。熊沢蕃山 も
時所位論、水土論を土台 として、神道が我国独自の道たることを論じている。本章は、 まず羅山
以下近世初頭の儒学者の神道論を、詳しく紹介 し、 これによoて 、.当時の神儒合一的風潮の存在





いたため、入倫の道としては、儒教ほど理論的に純一 でな鮎 そ ζで、神道は自己の理論を完備
するため儒教の教義を摂取 しようとし、儒教は神道の日太的立場を求めて、神儒兼学の態度を取
。た。近世初期の状勢 としては、決 して初めから儒教が優勢であ。たわけではなく、神道 も儒教 冒








布教の範囲は神職と一部の貴族に限 られ、 しか も近世初頭には、教勢も衰えていた。伊勢神道は、
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度会延佳が;現 わ,れて、内容的には著るしく深められたが、延佳の活動範囲も、頗る限定された
ものであった。 この点惟足は、 ともか ぐも幕府の神道方にまで取 り立てられ、当時の支配層であ
った武家社会に、神道を普及 したことは、偉大な功績であった。儒教と競争 しつ ＼、神道を封建
教学 として育成し、 日本の数法としての神道の価値を、広 く一股に認識させたこと、 こ」に吉川
神道が、近世思想史上に吾いて果 した、重大な役割があり、位置付けがあoた と考えられる。 し
かし、このよう左重要な位置付けにもか 、わらず、神道を幕府の教学たらしめようとナる惟足の




に於いて利用 した資料の主なもの 口 種 を採録 している。そのうち、吉川視吾堂先生行状 ・視吾
霊神行状抜書 ・南龍院様え視吾堂御返答申上候条々。吉川源十郎従長害上 ・吉川源十郎従長口上





次に宗源唯一理学一事伝授 目録 ・二事重位秘伝 ・三事重位秘伝は、それぞれの秘伝書で、一事
伝は五十嵐氏蔵本であ凱 この分は単独の秘伝の部分だげを採録 した。 二事と三事は土津神社
の蕨広で、 これは各伝の全文を収めた。四事の奥秘たる神籠磐境伝の解釈は、従長の定本 を研究
編に全交記載 したので、こ』では省略した。 これらの伝交 と口決とが、全文発表されたのは初め
てであり、将来の吉川神道の研究に役立つものと、考えられる。
論 文 審 査 結 果 の 要 旨
本論文は、筆者が福島県内の数 カ所に澄いて発見 した学界未知の豊富な資料にもとついて、吉
川惟足とその学派の事麟 と思想を実証的に研究 したもので、第1編 研究編(第1～ 第5:章)と 第
2編 資料編(資 料 て～{1)に 分かれるo
「第 窪編研究編 」は5章 か らなる。 「簗1章 吉力雁足 の入物と事蹟 」に澄いて、筆者は、吉川
＼
惟足の嗣子の従長の編集 した「視吾堂先生行状 」、新発見の「視吾堂霊神行状抜書」その他の伝
記資料を中心 として惟足の伝記を研究し、従来必ず しも明確でなか った紀州藩主徳川頼宣、会津
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高ぐ評価さるべきである。 「第5章 吉川神道の思想皮的位置 」。 この章では、惟足によoて 提唱
さ訟 従長によって完成された吉川神道の近世思想史上の意義を明らかにするため、新発見の道







神道思想は先行の吉田神道の顯露教の方面を発展させ、儒教理論を採用 しつつ、 しか も儒教から
独立 して幕藩体制の窟学になろうと努力したが、儒教にその地位を奪わ鋲 わずかに地方的な教
学としてその生命を維持するにすぎなくなoた 、 と論じている。







が、 しかし太論文は、吉川神道の基礎的事実を初めて明 らかに した研究として、学界に大きな寄
与をなすものであることは疑いない。
なお、上記の本論交審査担当者は本論文の提出者が大学院博士課程修了者と同等以上の学力を
有することを確認した。
昭和45年2月29日
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